
JP 2018-49779 A5 2019.1.31

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成31年1月31日(2019.1.31)

【公開番号】特開2018-49779(P2018-49779A)
【公開日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-012
【出願番号】特願2016-185549(P2016-185549)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/615    (2014.01)
   Ｂ６０Ｋ   1/04     (2019.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/625    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/667    (2014.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/6571   (2014.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  50/40     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  50/50     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  53/00     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  55/00     (2019.01)
   Ｂ６０Ｌ  58/00     (2019.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/615    　　　　
   Ｂ６０Ｋ    1/04     　　　Ｚ
   Ｈ０２Ｊ    7/00     　　　Ｐ
   Ｈ０２Ｊ    7/00     ３０３Ｃ
   Ｈ０１Ｍ   10/44     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/48     ３０１　
   Ｈ０１Ｍ   10/44     １０１　
   Ｈ０１Ｍ   10/625    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/667    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/6571   　　　　
   Ｂ６０Ｒ   16/04     　　　Ｂ
   Ｂ６０Ｌ   11/18     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月12日(2018.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、発熱部品が基板部と蓄電部との間の領域に配置される点を特徴の一つとする
が、この発熱部品の配置構成は、「発熱部品が蓄電部に直接的に接触する構成」「発熱部
品が他部材に接触し、この他部材が蓄電部に接触する構成（即ち、発熱部品が他部材を介
して間接的に蓄電部に接触する構成）」「発熱部品が蓄電部に接触せずに蓄電部と対向す
る構成」のいずれであってもよい。また、「発熱部品が蓄電部に接触せずに蓄電部と対向
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する構成」は、「発熱部品と蓄電部の間に他部材が介在しない構成」であってもよく、「
発熱部品と蓄電部の間に他部材が介在する構成」であってもよい。そして、発熱部品と蓄
電部の間に他部材が介在する場合、その他部材は、蓄電部に接触していても接触していな
くてもよく、発熱部品に接触していても接触していなくてもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　バッテリ９２は、例えば、鉛バッテリ等の公知の車載バッテリとして構成されている。
バッテリ９２は、高電位側の端子が電力線９６に電気的に接続され、電力線９６に対して
所定値（例えば１２Ｖ）の出力電圧を印加する。なお、電力線９６の途中には、図示しな
いヒューズやスイッチが介在している。また、バッテリ９２は、発電機（図示せず）に電
気的に接続されており、この発電機からの電力によって充電され得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　図２のように、基板部７は、様々な部品が表面部に実装される板状体であり、１又は複
数の絶縁層と、絶縁層の表面部や内部に形成される導体層とを有する。この基板部７は、
例えば公知のプリント配線板として構成され、図２のように基板部７に様々な部品が実装
されることで蓄電装置１が構成されている。基板部７の一方の基板面７Ａは蓄電部３側に
配置され、各蓄電部３と所定の距離で保たれている。基板部７の一方の基板面７Ａには、
保持部４０が固定されており、この保持部４０に保持される形で複数の蓄電部３が固定さ
れている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図１のように、充放電部８は、充電回路部１０と出力部３０とを有し、充電回路部１０
によりバッテリ９２からの電力に基づいて蓄電ユニット２を充電する充電動作と、出力部
３０により蓄電ユニット２を放電させる放電動作とを行い得る。充電回路部１０による充
電動作は制御部２０によって制御され、出力部３０による放電動作も制御部２０によって
制御される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　図２、図４で示す保持部４０は、蓄電部３を保持する部材であり、複数の蓄電部３を基
板部７に固定するための固定部材として機能する。保持部４０は、基板部７の一方の基板
面７Ａが蓄電部３の外周部側に向いた状態で蓄電部３と基板部７とを固定する構成をなし
ている。図２のように、保持部４０は、複数の蓄電部３を覆いつつ保持するケース体（挟
持体）として構成され、基板部７の基板面７Ａに載置された状態で固定される下ケース部
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４０Ｂと、下ケース部４０Ｂに対して上側から固定される上ケース部４０Ａとを備える。
複数の蓄電部３は、上ケース部４０Ａと下ケース部４０Ｂの間に挟まれた状態で保持部４
０内に固定されている。図２のように保持部４０は、前後方向に延びる複数の孔部４６が
左右に並んで形成されており、これら孔部４６内に各蓄電部３が収容された状態で保持さ
れている。下ケース部４０Ｂには、各々の蓄電部３の下側を保持する個別下ケース部４１
Ｂが形成され、上ケース部４０Ａには、各々の蓄電部３の上側を覆う個別上ケース部４１
Ａが形成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　制御部２０は、ステップＳ６の後、ステップＳ７において蓄電ユニット２の出力電圧（
キャパシタ電圧）が目標電圧未満であるか否かを判定し、目標電圧未満の場合（ステップ
Ｓ７でｙｅｓの場合）、処理をステップＳ２に戻し、ステップＳ２以降の処理を行う。制
御部２０は、ステップＳ７において蓄電ユニット２の出力電圧（キャパシタ電圧）が目標
電圧未満でないと判定した場合（ステップＳ７でｎｏの場合）、切替部１６（スイッチ１
）だけでなく切替部２１６（スイッチ２）もオフ状態とし、充電装置２０９による蓄電ユ
ニット２の充電を停止する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　また、制御装置２０５は、蓄電部３の温度を検出する温度センサ２２（温度検出部）を
有し、制御部２０は、温度センサ２２（温度検出部）の検出温度が所定値以上であるとき
に蓄電部３を充電する場合、充電回路部１０（第１充電回路部）を充電電流が流れない状
態とし、第２充電回路部２１０を充電電流が流れる状態とするように切替部１６（充電路
切替部）及び切替部２１６（第２切替部）が行う切替動作を制御する。このように構成さ
れた制御装置２０５は、蓄電部３の温度が相対的に高くなっている状態で蓄電部３の充電
を行う場合、抵抗部（抵抗部１４）の発熱を抑えながら第２充電回路部２１０によって蓄
電部３に熱が伝わりにくい形で充電電流を供給することができる。よって、蓄電部３の温
度がある程度高まった場合には、充電時の発熱の影響で蓄電部３の温度が高くなりすぎる
ことを抑えることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　更に、各放電抵抗群が各充電抵抗群に沿って並んで配置されている。第１放電抵抗群を
構成する第１抵抗体３１４Ａは基板面７Ａに実装されるとともに前後方向に並んだ形で直
列に接続されており、複数の開口部４４のうちの第１開口部４４Ａ内に一部を挿入させた
形で第１蓄電部３Ａと向かい合うように配置される。このように第１開口部４４Ａ内には
、近接して並ぶ第１充電抵抗群の列と第１放電抵抗群の列が配置される。第２放電抵抗群
を構成する第２抵抗体３１４Ｂは、基板面７Ａに実装されるとともに前後方向に並んだ形
で直列に接続されており、複数の開口部４４のうちの第２開口部４４Ｂ内に一部を挿入さ
せた形で第２蓄電部３Ｂと向かい合うように配置される。このように第２開口部４４Ｂ内
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には、近接して並ぶ第２充電抵抗群の列と第２放電抵抗群の列が配置される。第３放電抵
抗群を構成する第３抵抗体３１４Ｃは、基板面７Ａに実装されるとともに前後方向に並ん
だ形で直列に接続されており、複数の開口部４４のうちの第３開口部４４Ｃ内に一部を挿
入させた形で第３蓄電部３Ｃと向かい合うように配置される。このように第３開口部４４
Ｃ内には、近接して並ぶ第３充電抵抗群の列と第３放電抵抗群の列が配置される。第４放
電抵抗群を構成する第４抵抗体３１４Ｄは、基板面７Ａに実装されるとともに前後方向に
並んだ形で直列に接続されており、複数の開口部４４のうちの第４開口部４４Ｄ内に一部
を挿入させた形で第４蓄電部３Ｄと向かい合うように配置される。このように第４開口部
４４Ｄ内には、近接して並ぶ第４充電抵抗群の列と第４放電抵抗群の列が配置される。
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